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第1章 緒 言

本 誌第52年 第6號 ニ故 多 田 隈 及 ビ余 ハ 特 ニ

Legueu, Fey, Polazzoli及 ビLebert1)等 ノ研 究

ニ示 唆 セ ラ レ,動 物 ノ生 前 及 ビ死 後 ニ加 ヘ ラ レタ

ル創傷 部 ノ鹽素 含 有量 ヲ測 定 シテ著 シ キ差異 ヲ認

メ,此 ノ所 見 ガ創傷 ノ生 活 反應 トシ テ法 醫學 的 意

義 アル事 ヲ報 告 シ タル ガ,當 時 余 等 ハ主 トシ テ死

後24時 間 ヲ限 度 トシ テ實 驗 シ タ リ.更 ニ其 ノ後,

余 ハ室温 ヲ考慮 シ ツツ長 期 ニ亙 リテ創 傷 部 組織 ノ

鹽 素量 ヲ測 定 シ,又Chabanier及 ビLobo-Onell2)

等 ニ據 レバ,手 術 後 ニ血 液 及 ビ尿 中食 鹽 量 ノ減 少

ヲ示 ヌ トノ コ トナル ヲ以 テ心 臟 筋 肉鹽 素 量 ノ消 長

ヲモ觀察 シ タ レバ,茲 ニ夫 等 ヲ報 告 セ ン トス.

第2章 實 驗材料及 ビ實驗方法

實驗動物:實 驗動物 トシテハ一定期間 一定飼

料ニテ飼育セル成熟海〓 ヲ使用シ,其 ノ生前及ビ

縊死後(前 囘ニ報告セル實驗ニハ失血死 ヲ以テセ

リ)ユ 左 大 腿 筋 部 背 面 ニ略 ボ等 シ キ長 サ 及 ビ深 サ

ノ切創 ヲ加 ヘ テ之 ヲ創 傷 側 トナ シ,右 大腿 筋 部 ハ

其 ノ儘 トシ,之 ヲ對 照 側 トナ セ リ.

實 驗 方法:創 傷 側,對 照 側 及 ビ心 臟(心 筋 ニ

ツ イテハ 乾 燥 物 質量 ヲ測 定 セ ズ)ヨ リ各 々一 定 量

ノ筋 肉 ヲ切取 シ,其 ノ一 部 分 ハ 乾 燥 シテ水 分 測 定

ニ使 用 シ,殘 部 ヲ以 テVolhard-Salkowski3)法

ノ變 法 ニ依 リ其 ノ鹽 素 含 有 量 ヲ測 定 セ リ.即 チ約

1.0g内 外 ノ筋 肉 ヲ採 取 秤 量 シテ細 片 トナ シ,之 ニ

10%「 苛 性 ソーダ溶 液 」1.0cc及 ビ蒸 溜 水3.0ccヲ

加 ヘ,小 ナ ル火 焔 ヲ以 テ加熱 シ,筋 肉 ヲ溶 解 セ シ

メ.冷 却 後,硝 酸 銀 溶 液(溜 水11 .中 ニ2.906gノ

硝 酸 銀 ヲ溶解 シ タル モ ノ)ヲ 過 剩 ニ加 ヘ,筋 肉採

取 量 ノ1/2量 ニ相 當 スル量(cc)ノ 「飽 和 過 マ ンガ

ン酸 加 里溶 液 」 ヲ加 ヘ,硝 酸 々性 トナ シ,液 ノ透

明 トナ ル迄 再 ビ小 ナ ル 火焔 ヲ以 テ熱 シ(「過 マ ンガ

ン酸 加 里溶 液 」 ノ赤 色 ガ殘 レル時 ニハ 葡 萄糖 ノ少

量 ヲ加 ヘ タ リ),冷 却 後,鐵 明礬 ヲ指 示 藥 トシ定規

「ロ ダ ン加 里溶 液 」ニ テ滴 定 シ タ リ.
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第3章 實驗成績及ビ考察

第1實 驗 縊死後一定時間放置セル正常海〓

ノ大腿部筋肉及 ビ心臟筋肉鹽素量

1群 ノ正 常海 〓 ヲ縊 死 セ シ メ,死 直 後(第1表),

死 後24時 間(第2表),同48時 間(第3表),同

72時 間(第4表),同96時 間(第5表)及 ビ 同144

時 間(第6表)ノ6囘,大 腿 部 筋 肉 及 ビ心 筋 ノ鹽 素

量 ヲ測 定 シ タル ニ,各 鹽 素 量 ハ 時 間 ノ經 過 ト共 ニ

概 ネ増 加 シ,左 右 大腿 筋 肉 ノ鹽 素量 ニハ著 大 ナル

差 異 ヲ認 メズ.

第2實 驗 縊 死後 恒 温 中 ニ一定 時 間 放 置 セ ル

正 常 海 〓 ノ大 腿 部 筋 肉 及 ビ心 臟 筋 肉鹽 素 量

1群 ノ海〓 ヲ縊 死 セ シ メ タル後,直 ニ死體 ヲ孵

卵器 中(17℃)ニ12時 間,24時 間,48時 間,72時

間,96時 間 及 ビ144時 間放 置 シ,各 死 體 大腿 部 筋

肉及 ビ心臟 筋 肉 ノ鹽 素 量 ヲ測 定 シ タル ニ(第7表),

大 腿 筋 鹽 素量 ハ 時 間 ノ經 過 ト共 ニ比 較 的規 則 正 シ

ク 増 加 セ ル ガ,心 筋 ノ夫 レハ48時 間 以後 ニ著 シ キ

増 減 ナ ク,死 後144時 間 ニ於 テハ 死 後72時 間 及 ビ

96時 間 ノ夫 レニ比 シテ著 明 ニ減 少 セ リ.何 レニ

シテ モ左 右 大 腿筋 肉鹽 素 量 ノ間 ニハ大 ナル 差 異 ナ

ク,又 心 筋 鹽 素量 ガ死 後48時 間 後 ニ著 變 ナ ク,死

後144時 間 ニ減 少 スル 成績 ハ説 明 ニ苦 シ ム所 ナ ル

ガ,恐 ク ハ 滲潤 液 質 ノ沈 墜 ニ因 ル モ ノ ナル ベ シ.

第3實 驗 縊 死 後 直 チ ニ一 側大 腿 部 ニ切創 ヲ

加 ヘ,一 定 時 間 放 置 シ タル後 ノ創 傷 部 筋 肉鹽 素

量

死體 ノ1側 大 腿 部 ニ切 創 ヲ加 ヘ,創 傷 側,對 照

側 及 ビ心 筋 ノ鹽 素 量 ヲ時 間 的 ニ觀 察 シ タル ニ(第

8乃 至 第14表),創 傷 直後(第8表)ニ ハ創 傷 側 ト

對 照 側 トノ間 ニ著 シ キ差 異 ナク,一 定時 間 ヲ經 過

シ タル後 ニ於 テ モ コノ差 異 ハ 僅 少 ニシ テ兩 側 大 腿

筋 ノ鹽 素 含量 百 分 率 平 均 ノ差 ハ最 低0.0009(直 後)

最 高0.0044 (24時 間)ナ レバ,後 記 生 前 創 傷 ノ場

合 ニ比 ス レバ著 シ ク小 ナ リ.而 シ テ前 實 驗 ノ成績

ト同 ジク,心 筋 ニ於 テハ 明 カナ ラ ザ レ ド,大 腿 部

筋 肉 ニ於 テハ,創 傷 側 及 ビ對 照 側 各 筋 肉鹽 素量 ガ

大 體 ニ於 テ時 間 ノ經 過 ト共 ニ増 加 セ ル ヲ認 ム ベ

シ.

第4實 驗 生前 所 定 ノ部 位 ニ切 創 ヲ加 ヘ,一

定 時 間 ヲ經 タル後 ニ縊 死 セ シ メ,其 ノ 直後 ニ於

ケ ル創 傷 部 筋 肉及 ビ心 筋 ノ鹽 素 量(第15乃 至第

22表 參 照).

生 活 セ ル組 織 ニ切 創 ヲ加 ヘ テ創 傷部,對 照部 及

ビ心 筋 ノ鹽 素 量 ヲ測定 シ タル ニ,創 傷 ノ大小 竝 ニ

深 淺,出 血 ノ大 小,治 癒 ノ遲 速,各 動 物 ノ個 性等

ニ依 リ テ 創 傷 側 筋 肉鹽 素 量 ハ 固 ヨ リ一 定 セ ザ ル

ガ,之 ヲ對 照 側 ニ比 ス レバ 其 ノ筋 肉鹽 素量 ハ 常 ニ

多 ク,其 ノ差 異 ハ前 記 ノ各 對 照實 驗 ニ於 ケル 同差

異 ニ比 シ テ遙 ニ著 シ ク,其 ノ最 大 ナル ハ生 前48時

間 ノ實 驗 ニ シ テ左右 大 腿筋 鹽 素 量 百分 率 平 均 ノ差

ハ0.0213ヲ 示 シ(第19表),死 直 後 ニ切 創 ヲ加 ヘ,

48時 間經 過 シ タル實 驗 ニ於 ケ ル差 異0.0028ニ 比

シテ顯 著 ナ ル ヲ認 ム ベ シ.而 シ テ本實 驗 ニ於 テハ

一 般 ニ創 口ガ或 ハ癒 着 シ或 ハ癒 着 セ ズ
,又 筋 肉 ト

皮 膚 トノ間 ニハ淋 巴 液 ヲ潴 溜 シ,皮 膚 ヲ剥 離 スル

コ トハ 稍 々困難 ヲ感 ズ ル状 態 ナ リ.48時 間經 過 ニ

次 イデ鹽 素量 差 異 ノ大 ナル ハ 生前72時 間(第20

表)ノ 創 傷 ニ シ テ,其 ノ對 照 側 トノ差 ハ0.0186ヲ

示 セ リ.

最低ハ生前ニ切創 ヲ加ヘ,直 ニ縊死セシメタル

場合ニシテ(第15表),致 傷 ト死亡 トノ時間ノ長

サニ從 ヒテ次第ニ其ノ差ハ増加シ,生前48時 間ノ

切創ニ於テ最高ヲ示シ,生前96時 間(第21表)及

ビ生前144時 間(第22表)ノ 切創ニ於テ稍々減少

ノ傾向ヲ示セ リ.コ ノ減少ハ恐 ラク創傷ノ治癒ニ

關係アルモノナル ベク,生 前96時 間 ノ切創ニ於

テハ筋肉 ト皮膚 トノ間ニハ淋巴液ノ瀦溜ハ最早ナ

ク,創 口ハ癒着シ,創 傷周圍部筋肉ハ稍々硬ク,

且血色素ノ浸潤アリ.

生前ニ創傷ヲ與ヘタル海〓ノ心臟筋肉鹽素量百

分率平均 ヲ縊死直後 ノ正常海〓(第1表)或 ハ縊

死直後ニ切創 ヲ加ヘタル海〓ノ心筋鹽素量ノ夫レ

ト(第8表)比 較 スルニ,後2者 ガ大略同樣ナル
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消長 ヲ示 セル ニ對 シ,前 者 ハ 致 傷後 死 亡 迄 ノ時 間

ニ拘 ラズ,又 等 シ キ經過 時 間 ニ於 テ モ一 般 ニ多 少

寡 キ ヲ看 取 スベ ク,之 ハChabanierノ 所 謂血 中

鹽素量 減少 ト相 通 ズル所 見 ナ リ.

上掲 ノ生前 致 傷 部 大腿 筋 鹽 素量 ガ對 照 側 ノ夫 レ

ヨリモ著 シク増 大 セ ル事 實 ハ 正常 海 〓 實驗 及 ビ死

後致傷實 驗 ノ成 績 ニ鑑 ミテ死體 創 傷 ノ法醫 學 的 觀

察 ニ極 メテ重 要 ナ ル意 義 ヲ有 スル モ ノ ト云 フベキ

ナ リ.

第5實 驗 生前 一 側 大腿 部 ニ切 創 ヲ加 ヘ,30

分後縊 死 セ シ メ,更 ニ一定 時 間 經 過 シ タル 海〓

死體 ノ大腿 筋 及 ビ心 筋鹽 素 量(23-27表).

既記 ノ如 ク正常 海 〓 死體 ノ心 筋 鹽 素量 消 長 ハ 明

カナラザ ル ガ,左 右 大 腿部 筋 肉 ノ鹽素 量 ハ 死 後時

間 ノ經過 ト共 ニ増 加 スル傾 向 ヲ示 セ リ(第1乃 至

3表).本 實 驗 ニ於 テ モ亦 同樣 ナル 成績 ヲ示 シ,死

後 經過時 間 ト共 ニ左 右 大腿 筋 ノ鹽 素量 ハ増 加 シ,

且創傷部 大腿 筋 ノ鹽 素 量 ハ對 照 側 ノ夫 レ ヨ リモ 明

カニ多 ク,其 ノ差 異 ハ 死後 ニ創 傷 ヲ致 シ タ ル實 驗

(第7乃 至第14表)ニ 比 シ顯 著 ニ シテ,從 ツテ 生

前 致傷 ノ實驗(第15乃 至22表)ト 同樣 ナル 法醫

學 的意義 ヲ有 スル モ ノナ リ.即 チ 生前 創 傷 ヲ受 ケ

テ30分 後 ニ死 亡 シ,10日 ヲ經過 シ タル 海 〓 死體

(第27表)ニ 於 テ ハ,後 記 第6實 驗(第32表)ト

同 ジク創傷 部 ニ黴 ヲ生 ジ,腸 腰 間腔 ニ滲 出 液 ヲ瀦

溜 スル等 ノ腐敗 現 象 ヲ現 出 セル ニ拘 ラズ,創 傷側

及 ビ非創傷 側大 腿 筋 肉鹽 素 量 ノ差異 ハ死 體 ニ創傷

ヲ加 ヘ タル場 合 ニ比 シテ明 カ ニ大 ナ リ.更 ニ本 實

驗 ノ成 績 ヲ生前 ニ創 傷 ヲ加 ヘ.30分 後 ニ致 死 セ シ

メタル海〓 ノ大 腿 筋鹽 素 量(第16表)ト 比 較 スル

ニ,創 傷側及 ビ對 照 側 大腿 筋 鹽 素 量 ノ差 異 ハ 兩者

必 ズシモ等 シカ ラザ ル ガ,死 體 ニ創 傷 ヲ致 シ タル

場合 ニ比 ス レバ何 レモ多 シ.即 チ生 體 ニ創 傷 ヲ加

ヘ ラ レタル場 合 ニ於 テ ノ ミ創 傷 側 ト對 照 側 トノ大

腿筋鹽 素量 ニ著 明 ナ ル差 異 ヲ生 ズ ル モ ノ ニ シテ創

傷 ノ生 活反應 ト認 メ ラル ベ キナ リ.

次ニ本實驗ノ心筋鹽素量 ヲ觀ルニ,死 後ノ經過

時 間 ニ關 シ テ一 定 セ ル 消長 ヲ認 ムル コ ト能 ハ ザ レ

バ 一 定 ノ意 義 ヲ求 ムル コ トハ 困 難 ナ ル ガ,正 常 海

〓 死體 ノ場 合 ニ比 ス レバ,多 少 減 少 セ ル モ ノノ如

シ.

第6實 驗 生前1側 ノ大腿 部 ニ切 創 ヲ加 ヘ12

時 間後 ニ縊 死 セ シ メタル 海 〓 ノ一 定 時 間經 過 後

ニ於 ケル 大腿 筋 及 ビ心 筋 鹽 素量(28-32表).

本 實 驗 ノ成績 ハ大 體 ニ於 テ前 掲 セ ル第5實 驗 ノ

成 績 ト同 樣 ナ レ ド,生 前 ニ創傷 ヲ生 ジ タル 部 分 ノ

筋 肉 鹽素 量 ハ對 照 筋 ノ夫 レ ニ比 シ テ前 實 驗 ノ成 績

ヨ リモ一層 著 明 ニ増 加 セ ル ヲ證 明 セル モ ノナ リ.

而 シ テ本 實驗 ニ於 ケル 心 筋鹽 素 量 ハ死 後 經 過 時 間

ト共 ニ明 カ ニ増 加 シ,之 ヲ正常 海 〓 死 體 ノ等 シキ

死 後 經 過 時 間 ノ鹽 素 量 ニ比較 ス レバ,多 少 減 少 セ

ル ヲ認 ムベ シ.

第4章 總 括

正常海〓 ノ大腿筋,生 前ニ創傷ヲ加ヘタル海〓

大腿筋,死 後ニ創傷 ヲ加ヘタル海〓大腿筋及ビ之

等 ノ場合 ノ心 筋 ニ ツ キ,各 鹽 素 量 ヲ測 定 シ タル ニ

(第33表 參 照),先 ヅ正 常 海〓 死 體 ノ大 腿 筋 鹽 素 量

ガ死 後經 過 時 間 ト共 ニ多 少増 加 スル傾 向 ヲ示 セ ル

ハ,鹽 素含 有 ノ體 液 ガ筋組 織 内 ニ滲 潤 スル ニ基 ク

モ ノナ ル ベ ク(G. Stra ?? mann)4),即 チ 之 ハ 一 種

ノ死 體現 象 ナ レバ,コ ノ筋 肉鹽 素 量 ノ増 加 ハ 恐 ラ

ク 主 トシテ氣 温 或 ハ死體 ノ部位 等 ノ外 的 因 子 ニ ヨ

リテ影響 セ ラ レ,更 ニ内 的 因子 トシ テ年 齡,死 因,

榮 養 状態 及 ビ個 性 等 ニ關 係 スル モ ノ ナル ベ シ.之

ハ 第2實 驗(第7表)ナ ル 恒 温 ニ置 カ レタル海 〓

死 體 ノ大腿 筋鹽 素 量 ガ死 後 一定 期 間 ハ經 過 時 間 ト

共 ニ比較 的 規 則 正 シ ク増 加 スル ニ徴 シ テ 明 カ ナル

ベ シ.心 筋 ニ於 テ ハ 死後48時 間以 後 ノ鹽 素 量 ニ

著 シ キ増 加 ナ キ ノ ミナ ラ ズ,反 ツテ減 少 セ ル如 キ

成 績 ヲ示 セ ル ハ體 液 ノ移 動(滲 出)ニ 因 ル モ ノ ト

推 セ ラル.而 シテ左 右 大 腿 筋 鹽 素 量 ノ差 ハ 正常 海

〓 死 體 ニ於 テ極 メテ少 ク或 ハ 左,或 ハ右 ガ 僅 ニ多

シ.
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次 ニ海 〓 死體 大腿 筋 ノ1側 ニ創 傷 ヲ加 ヘ,創 傷

部 筋 肉 ノ鹽 素量 ヲ健 側 ノ夫 レ ト比 較 シ タル ニ,兩

者 ノ量 的 差 異 ハ極 メテ僅少 ナ ル ガ,一 般 ニ創 傷側

大 腿 筋 鹽 素量 ガ稍 々大 ナ リ.然 ル ニ生 前1側 ノ大

腿 筋 ニ創 傷 ヲ加 ヘ タル 海〓 死 體 ニ於 テハ 創傷 側 ト

非 創 傷 側(對 照 側)ト ノ大 腿 筋 鹽 素 量 ニ著 シキ量

的 差 異 ヲ存 シ,其 ハ 死 後10日 ヲ經 過 セ ル死 體 ニ

於 テモ 明 カ ニ證 明 セ ラ レ(第27表 及 ビ第33表),

即 チ對 照 組 織 ニ比 シ生 前 創 傷 部 組織 ニ於 テ鹽 素 含

有體 液(血 液 及 ビ組 織 液)ノ 著 シ キ浸 潤 ア リシ ヲ

推 セ シ メ,之 ハ 創傷 ノ生 活 反應 ト認 メラル ベ キ ナ

リ,

更ニ生前1側 ノ大腿筋ヲ傷ケタル場合ニ於テ對

照筋(即 チ健側大腿筋)ノ 鹽素量ガ死後經過時間

ヲ等シクセル正常海〓死體ノ夫 レ(第2實 驗)ニ

比シテ稍々著明ニ少キハ血中鹽素筋ノ減少(Cha-

banier2)等)ニ 基 クモノナラン.

生前 ニ創傷 ヲ加ヘタル海〓ノ心筋鹽素量ハ正常

海〓死體及ビ死後ニ創傷 ヲ加ヘタル海〓死體ノ心

筋鹽素量ニ比シ,等 シキ死後經過時間 ニ於テハ少

ク,コ ノ事實モ亦Chabanier等 ノ云ヘル手術後

ノ血 中食 鹽 量 減 少 ニ基 ク モ ノ ト説 明 セ ラル ベ シ.

第5章 結 論

1) 死後一定時間ヲ經テ測定シタル正常海〓ノ

左右兩大腿筋鹽素量ノ差異ハ甚ダ小ナリ.

2) 海〓 死體 ノ1側 大體筋ニ創傷 ヲ加ヘ,一 定

時間後ニ於ケル左右兩側(創傷側及ビ非創傷側)ノ

大腿筋鹽素量ノ差モ亦甚ダ小ナルガ,コ ノ場合ニ

ハ創傷側筋肉鹽素量ガ常ニ大ナリ.

3) 生前,海 〓ノ1側 大腿部ニ切創 ヲ加ヘ,一

定 時 間後 ニ致 死 セ シ メ.其 ノ直後 又 ハ 一 定時 間後

ニ於 ケル 創 傷 側 及 ビ非 創 傷 側(對 照 側)ノ 兩鹽素

量 間 ニハ 上 掲 ノ場 合 〔1)及 ビ2)〕 ニ比 シ遙 ニ大 ナ

ル量 的 差 異 ヲ存 シ,コ ノ所 見 ハ創 傷 部組 織 ノ生活

反 應 ト認 メ ラル ベ キ モ ノナ リ.

4) 生前 大腿部ニ創傷ヲ加ヘタル海〓死體ノ心

筋鹽素量ハ正常海〓死體及 ビ死後創傷 ヲ加ヘタル

海〓死體 ノ心筋鹽素量 ヨリモ稍々明カニ小 ニシテ

イノ所見ハChabanierノ 所謂手術後ノ血中鹽素

量減少ナル所見 ト相通ズルモノナリ.

本研究ハ文部省科學研究費ノ補助ヲ受ケタ

ルヲ以テ茲 ニ記シ謝意ヲ表ス.

第1表 正常海〓ヲ縊死セシメ死直後 ノ鹽素量
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第2表 正常海〓ヲ縊死セシメ死後24時 間 ノ鹽素量
温度 4°-10℃

第3表 正常海〓ヲ縊死セシメ死後48時 間 ノ鹽素量

温度 6°-12℃

第4表 正常海〓 ヲ縊死セシメ死後72時 間 ノ鹽素量

温度 2°-10℃
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第5表 正常海〓 ヲ縊死セシメ死後96時 間 ノ鹽素量
温度 4°-17℃

第6表 正常海〓 ヲ縊死セシメ死後144時 間 ノ鹽素量
温度 4°-17℃

第7表 縊死後恒温中ニ一定時間放置セル正常海〓 ノ鹽素量
温度 17℃
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第8表 縊死後直チニ1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘタル直後 ノ鹽素量

第9表 縊死後直チニ1側 大腿部 ニ切創ヲ加ヘ30分 後 ノ鹽素量

第10表 縊死後直チニ1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘ12時 間後 ノ鹽素量

温度 7°-15℃
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第11表 縊死後直チニ1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘ24時 間後 ノ鹽素量

温度 9°-14℃

第12表 縊死後直チニ1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘ48時 間後 ノ鹽素量

温度 6°-18℃

第13表 縊死後直チニ1側 大腿部 ニ切創ヲ加ヘ96時 間後 ノ鹽素量

温度 7°-18℃
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第14表 縊死後直チニ1側 大腿部 ニ切創ヲ加ヘ144時 間後 ノ鹽素量
温度 6°-17℃

第15表 生前1側 大腿部ニ切創 ヲ加ヘ直チニ縊死セシメタル直後 ノ鹽素量
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第16表 生前1側 大腿部 ニ切創ヲ加ヘ30分 ヲ經 タル後縊死セシメ其 ノ直後 ノ鹽素量

第17表 生前1側 大腿部ニ切創 ヲ加ヘ12時 間ヲ經 タル後縊死セシメ其 ノ直後 ノ鹽素量
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第18表 生前1側 大腿部 ニ切創ヲ加ヘ24時 間ヲ經 タル後縊死セシメ其 ノ直後 ノ鹽素量

第19表 生前1側 大腿部ニ切創 ヲ加ヘ48時 間ヲ經 タル後縊死セシメ其 ノ直後 ノ鹽素量
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第20表 生前1側 大腿部ニ切創 ヲ加ヘ72時 間ヲ經 タル後縊死セシメ其 ノ直後 ノ鹽素量

第21表 生前1側 大腿部 ニ切創ヲ加ヘ96時 間ヲ經 タル後縊死セシメ其 ノ直後 ノ鹽素量
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第22表 生前1側 大腿部 ニ切創 ヲ加ヘ144時 間ヲ經タル後縊死セシメ其 ノ直後 ノ鹽素量

第23表 生前1側 大腿部ニ切創 ヲ加ヘ30分 ヲ經 タル後縊死セシメ24時 間後 ノ鹽素量
温度 5°-11℃

第24表 生前1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘ30分 ヲ經 タル後縊死セシメ48時間後 ノ鹽素量

温度 4°-17℃
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第25表 生前1側 大腿部 ニ切創ヲ加ヘ30分 ヲ經 タル後鹽死セシメ96時 間後ノ鹽素量

温度 4°-17℃

第26表 生前1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘ30分 ヲ經 タル後縊死セシメ144時 間後 ノ鹽素量

温度 4°-15℃

第27表 生 前1側 大腿 部 ニ切創 ヲ加 ヘ30分 ヲ經 タル後縊死セ シメ240時 間 後 ノ鹽素量

温度 4°-15℃
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第28表  生前1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘ12時 間ヲ經タル後縊死セシメ24時 間後ノ鹽素量
温 度 5°-11℃

第29表 生前1側 大腿部ニ切創 ヲ加ヘ12時 間ヲ經 タル後縊死セシメ48時 間後 ノ鹽素量
温度 5°-14℃

第30表 生前1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘ12時 間 ヲ經 タル後縊死セシメ96時 間後 ノ縊素量

温 度 5°-15℃
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第31表 生前1側 大腿部 ニ切創ヲ加ヘ12時 間ヲ經 タル後縊死セシメ
144時 間後 ノ鹽素量

温 度 50-15℃

第32表 生前1側 大腿部ニ切創ヲ加ヘ12時 間ヲ經 タル後縊死セシメ
240時 間後 ノ鹽素量

温度 4°-18℃

第33表
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Aus dem gerichtsmedizinischen Institut Okayama.

Uber die gerichtsmedizinische Bedeutung des Chlorgehaltes

des verletzten Muskels.

2. Mitteilung.

Von

Tsunehisa Irie.

Eingegangen am 25. Oktober 1941.

In der vorigen Untersuchung (Okayama I.Z. Jg. 52, S. 1471) hatte Verfasser mit Ta-
dakuma (+) den Chlorgehalt der verletzten Muskelgewebe sofort und 24 Stunden nach

dem Tode bei Meerschweinchen bestimmt und uber die gerichtsmedizinische Bedeutung

der Bestimmung gesprochen. Weiter hat Verfasser die Chlorbestimmung der sowohl

verletzten wie auch nicht verletzten Muskelgewebe bei einem Meerschweinchen zu ver-
schiedenen  Zeiten nach dem Tode ausgefuhrt und die beiden Werte verglichen . Das
Resultat in dieser Untersuchung ist dasselbe wie in der vorigen

, somit darf die Chlor-
bestimmung in verletaten Muskeln nach Ausicht des Verfassers dahin au

sgewertet werden,
ob die Wunde im Muskelgewebe vital oder postmortal beigebracht worden ist

. (Autoreferat)
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